
ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

1 2

（課題）
様々な年代や多様な住民が参加できる学びの場
となる事業はない。
今後新事業として立ち上げていくことになる。
その際内容にもよるが、地区住民を引き寄せるも
のにするには、準備が必要。

1
（取組み内容）
グループホームの推進会議に出席。

1
（取組み内容）
福祉に関することをお知らせする回覧に掲
載。

1

（取組み内容）
７地区で９グループが活動
誰もが気軽に集まり交流している。

要支援の方に対して災害時の際に誰が対応す
るか、マッチングしている地区がある。
全地区で取り組みが進むよう、区長を中心に体
制を整えている。

2 2
現在、上記学びの場を設ける必要性がないた
め。

1
年1回開催している生活支援体制整備検討会に
て、地域ニーズを含めた情報交換を行っている。

2

必要性を感じていないため。
今後、必要になった場合は対応していきた
い。

1

行政連絡区が16区のうち、11区でサロン活動
が行われている。
お茶のみで交流を図るほか、バイオリンやピア
ノの生演奏で歌を歌ったり、落語・マジック
ショー・読み聞かせ。また、カーリンコンなどの
ゲームや体操・ヨガなどを取り入れたり、市の
出前講座（認知症について・特殊詐欺防止な
ど）を依頼するなどして、参加の皆さんが飽き
ずに楽しめるよう、それぞれのグループで工夫
されている。

　住自協で把握している具体的な体制として
は、民生児童委員の見守り活動の他は特にな
し。
　今年度、第二次　第二地区地域福祉計画を
策定していく中で、住民が、ゴミ捨てや雪かき等
にご苦労されていることが分かった。民生委員
だけでなく、ご近所でのたすけあいが活性化す
れば困りごとも減ると考えられるが、どうアプ
ローチしていくか具体的な方策は未定。次年度
以降、住自協役員だけでなく、一般住民も含め
た有志の会（案）を立ち上げ、その中で検討して
いくことを検討中。

3 1

１．共同で毎月オレンジカフェを開催
２．共同で毎月子育てサロンを開催
３．「ながの協働ネット」主催の地域まるごとキャン
パスを利用し、県立大生参加の地区お祭りスタン
プラリーを開催
４．事業者と共同でおせち料理教室を開催
５．共同で認知症VR体験講座を開催

1

毎年5月・・地区福祉保健部会にて地区福祉関係
者の他、地域包括支援センター、保険センター等
交えて年度計画の情報交換を実施
毎年2月・・上記メンバーで年度の事業報告と次
年度の計画についての情報交換及び計画の審
議を実施

1

１．協議会だより、協議会ブログで行事や
取り組みを住民に周知

２．福祉ワーカーが町のサロンに出向き、
各町の福祉推進状況を「ふれあい通信」に
まとめ、年に4回発行して住民に周知

1

地区の町ごとに福祉推進員が中心となり、
サロン活動を実施。又、毎年テーマを決め
て町ごとに地域福祉懇談会を実施してい
る。
令和元年度は、10町合計で地域福祉懇談会
10回、サロン活動42回実施した。

１．民生児童委員の訪問活動の他、避難行動
要支援者に対し、災害時の
　　協議会及び各町の支援者リストを配布し、
要支援者が災害時誰に支援を求めればいいか
を周知している。

２．地区全体で「ふれあい会食」をホテルで実
施。70歳以上の家に引きこもりがちで町のサロ
ンにも参加しない方をできるだけ参加を呼び掛
け、町の民生児童委員や福祉推進員に引き継
いでいる

4 2 住民からのニーズがないため 1
隔月に民生児童委員協議会定例会に出席して、
地域ニーズに最も接している民生委員の意見を
聞く機会を設けた。

1
住自協の広報誌に民生児童委員の活動
内容を掲載し、住民への周知を深めた。

1
地区６町中、５町で、年３～５回開催して
いる。

質問趣旨とは若干異なるが、現在、地区に避難
指示等が発令された時の歩行が困難な方の避
難を、住民の力を借りて無事に完了させる方策
を部会横断的に検討を重ねている。

5 1

　民間企業と、施設長を窓口に、お出かけサロン
や運動会などに出向いていただき、健康セミナー
やレクなどのアドバイスを受けている。
　施設で行われる夏祭り等にも、住民周知をし、
住民参加があり、地域との交流も図っている。
　フィットネスクラブは、今年度から参加し、地域
住民に案内パンフレットを配布し、地域との繋が
りを重視している。

1
Ｑ１にあるように、地区内にある福祉関係の業者
と連携し、住民が参加しやすい体制と、住民福祉
の向上に協力する気運が出来てきた。

1
各町で行われる、サロン等の企画に携わ
り、人権問題などの研修を行っている。

1
　温度差はあるが、全ての町でサロン活動
が立ち上がった。

避難行動要支援者名簿に基づき、民生委員と
連声しながら、区役員を中心に、見守り名簿を
作成し、避難訓練とあわせて、実施している。
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ＮＯ 地区名

1

2

3

4

5

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

要支援者に対して、避難する際の手順、人員
等を明確にする。

地域たすけあい事業を浸透させると同時に、協力
会員の増員。

全地区でのお茶のみサロンの開催。実
施内容等負担にならないように、成り手
の方を探したい。

４～５人からの「はつらつ体操」の取り組み

年に一度行う「ふれあいの集い」（概ね75歳
以上で独居または日中独居のお年寄りに声
掛け）は、大勢（約１００名）の皆さんと、脳ト
レや保健師さんのお話、お昼を食べることを
実施。
その際に、お年寄りの困りごとが直に聞ける
いいチャンスでもある。

(1)　区のサロン活動や自主的な介護予防活
動。また、区単位の行事・事業等。気軽に参加
でき、地域の中で交流を図ることのできる取組
み。
普段の、日常のつながりが住みやすい地域に
感じる＝地域福祉と考えると、上記の取組は
大変重要であると思います。
課題は、参加者がほぼ同じ。参加者増の工夫
が必要。悩みどころです。

(2)「子育てサロン」
　地区内の方はもちろん、転入者で、お友達が近
くにいないという保護者の声も聴きます。安全に
子供を遊ばせながら親同士が交流を図れる子育
てサロンは、今後も必要だと考えます。以前、保
健センターの紹介で、初出産で、不安を抱えたマ
マさんが参加したこともあります。マタニティの方
の参加も促せたらと考えます。

(3)「男性の地域参加事業」
　地域の集まりや講座等は女性が多く、
気が引けるとの男性の声もあります。参
加者を男性に限定することで、内にこも
りがちな男性が地域に一歩踏み出しや
すくなり、孤立防止につながります。男
性の、「～～～やりたい」の声を活かし
た活動を心掛けていきたいと考えます。

「地域たすけあい事業」
　「助けてほしい」と声を上げやすく、コー
ディネーターさんはきめ細やかに対応くだ
さる、地域に根差した事業。料金設定も低
く、利用しやすい反面、家事援助は協力会
員さんの不足に悩まされている。

　「地域福祉懇談会（地区全体）」
　６～8人の少人数グループで行うことで、情
報や思いを共有しやすく、地域間の交流に
もつながります。今年度地区全体で初めて
開催したのですが、どのグループも意外に
話が盛り上がり、時間が足りなかった印象
があります。今後も継続して開催し、地区全
体から、各区へ「グループ懇談・意見交換」
の手法が広がればと考えます。

地域福祉は大切なことと思いますが、ご近所づきあい
が薄れている現代においては、どのように進めていけ
ばよいのか悩みます。人の気持ちが前提にあるので、
強制できるものではない。人は暖かい、人付き合いは
良いなと思ってもらいたい。けれど、近所づきあいは億
劫な面もある。思いと、相反する現実が、地域にも自分
の中にもあります。

令和元年9月、小学校と共同で地区防災訓練
を実施。
小学校生徒・教職員、地区住民が参加して市
内でも初めての防災訓練を言実施。特に防災
倉庫の備品を使った避難所生活体験や日赤
奉仕団による炊き出し訓練は普段できない体
験だった。直後に台風19号被害があり、地区
に被害はなかったものの防災訓練の重要性を
認識した。福祉推進員も多数参加。

防災士の育成と町のお茶のみサロンでの防災研
修
地区では防災士17名を育成し、各町で防災研修
を実施。特に避難行動要支援者への対応や、実
際に災害が起きたときどう行動したらいいかを
ゲーム形式にしてチームで議論して住民の理解
を深めている。

認知症サポーター講座を実施
平成29年度からオレンジカフェを実施し
ているが、今年度初めて認知症サポー
ター講座を開催したところ、60名もの参
加があった。サポートする側にも大きな
関心があるテーマだと改めて認識した。

地区お祭りスタンプラリー
地区各町のお祭りを子供が巡り歩く「お祭
りスタンプラリー」がすっかり恒例行事とし
て定着し、参加する子供も年々増えてい
る。子供以外に親や祖父が参加してくれる
ので、町の行事への参加率も上がり、役員
候補も増えてきた。

健康運動促進
健康寿命の促進やフレイル対策として、各
町での活動と並行し町を越えたグループで
の活動を支援し、成果が出てきた。特に申
請手続きが複雑な補助金申請支援や関係
団体活用の支援に力をいれた。

１． 福祉ワーカー、生活コーディネーターの仕事が
年々増えてきている。本来行政がするべき仕事まで地
域中心という名目でやらされている感が強い。
補助金の増額による福祉ワーカーの増員を検討願い
たい。

２．健康運動促進事業補助金の申請が複雑すぎて、と
ても町の福祉推進員では申請できない。もっと簡略化
して欲しい。

災害発生時の非健常者の避難援助

健康寿命延伸のための健康体操教室の開催
地区内２か所で、毎月６～８回開催し、参加者は
少ないときでも１５名ほどを数え、楽しみに通って
いる方も散見されるようになった。

中心５地区たすけあい事業への積極的
な関わりと応分の負担

令和元年８月に見直された洪水ハザード
マップに、地区内で初めて色がついた地域
が出たため、全世帯に普段から「我が家の
避難場所」を家族で話し合い、その避難場
所を記載できるようにした掲示物を配布し
た。今後も、地域住民の安全・安心に資す
る物は積極的に伝えるようにしていく。

住民のニーズをくみ上げるため、民生児童
委員との連携

地区には、地域福祉推進委員は居ませんし、
組織も自治協はもちろん、各区にも組織はあり
ません。
「地区住民との交流で、人を知る」と言うことを
重点にしています。
そのために、各町にサロン活動を立ち上げ、何
らかで住民同士の交流を深めたいと、福祉
ワーカーを中心に、各区長の協力を仰いでい
ます。
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ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

6 1

平成３０年度は、ＮＰＯ法人代表の「よりよく生きる
ために」をテーマに講演会と二部制で、小学校の
生徒が地域と福祉事業所との交流会について発
表。
令和元年度は、高校の校長から「地域と共に一
人ひとりの生徒を育む」をテーマに講演会と２部
制で、フィーリングジャズバンドの癒し音楽を聴
く。参加して学び楽しめる内容に工夫する。

1
地域包括支援センターと地域ケアマネージャー、
薬剤師等と対象者について情報交換を行う。

1

住民への周知方法がどのようにしたら良
いか分からない。
福祉推進員には、市社協のセミナー参加
を周知し福推の役割を分かってもらう。

1
各公民館でお茶のみサロンや子育てサロンを
実施している

見守りについては、お茶のみサロン、ふれあい
会食、はつらつ体操教室を地域で実施して見守
りを兼ねてもらっています。

7 2

多様な住民が参加する企画は、「学びの場」含め
て一つもありません。多分、かなりの労力になっ
てしまうことなので最初から取り組むことをため
らったか、そこまでの発想はなかったか、必要性
がなかったか・・ではないかと思います。
将来は、住民誰もが参加できて、活発に交流も、
「学び」もある福祉大会ができればいいなと個人
的には思います。

1

福祉関係団体との間では「情報交換会」と「福祉
関係団体長会議」の年2回の会議が開催され、
情報の交換を行っています。
支所と包括支援センターの主催によるネットワー
ク会議が年1回開催されますが、そこではもっと
細かなニーズの把握ができるようにワーク形式
で行われています。住自協も参加し、ワーカー、
コーディネータ―は運営に協力しています。

2

意識的な周知はしていませんが、なんとな
く広報を通じて掴んでほしいという希望的
観測です。
各区で行う福祉懇談会ではそこまでの細
かい話をしているのかどうかつかんでいま
せんが、「福祉のあらまし」のような内容で
レクチャーすることで周知できるものと思
います。

1

「隣近所において」とは“区ごと”ととらえれば
「はい」です。が、“隣組”あるいはもう少し広い
エリアであっても「いいえ」です。
「お茶のみサロン」「ふれあい会食」は全区で区
の公民館を会場に行っています。「健康塾（健
康体操）」も8割の区で定期的に行われており、
「健康サロン」となっています。
隣近所で“えんがわ”が行われている所も1～２
か所あります。

「友愛訪問」「一人暮らし高齢者訪問」「高齢者
訪問」など名称も内容も各区で違い、担い手も
民生児童委員単独、福祉推進員単独、両者で
など、形もちがっていますが体制はとれていま
す。たすけ合い会員の見守りは他の依頼内容
と併せて社協の事業として取り組まれていま
す。（有償

8 1

Ｈ28年　第2回　講演会「認知症の課題を自身の
こととして捉える」
Ｈ29年　第3回　表彰と地域の活動発表（サロン、
はつらつクラブ）
Ｈ30年　第4回　講演会とグループワーク　「支え
合いの地域づくり～身近な地域の課題から」
Ｒ元年　第5回   表彰と講演会「認知症を知って
行動しよう！」

1
令和2年度は地区オレンジカフェに福祉事業者の
方にも見学にきてもらいご参加していただく予
定。

1 お茶のみサロン等で紹介。 1
・お茶のみサロン
・はつらつクラブ

小地域で隣組の付き合いの大切さを伝えてい
る。

9 2 地区の福祉委員会が中心となってやっている。 1 地区情報交換会 1

各地区で、民生委員・児童委員や福祉推
進員等に参加してもらい、合わせて周知を
はかっている。お茶のみサロンや福祉懇
談会を開催している。

1
お茶のみサロンや福祉懇談会、健康体操など
地区公民館を借りて
各地区で行っている。

要介護３以上の在宅で寝たきり状態の方々の
ご家族に対して福祉委員
が該当するお宅を安否も兼ねて訪問し、寝たき
り助け合い事業として
夏と年末に見舞金をお支払いしている。

10 1

地区福祉大会を長野市地域包括支援センターと
共催し、認知症サポーター養成講座を開催した。
また、事業者に依頼し、生活補助具（自助具）・栄
養補助食品について講演をして頂いた。

1

こどもカフェ開催にあたって、地区内福祉事業者
に協力を得て、会場の提供、人員（ボランティア）
の協力を得ている。
今後、オレンジカフェの開催について更に他の福
祉事業者にも協力を仰ぎ、開催の可能性、方法
等について相談、検討していきたい。

1

地区および各区内での活動については、
その都度回覧等で案内している。
現在福祉推進員の活動についてまとめて
いるため、広く地域住民に周知するための
ツールとして活用していきたい。

1

地区内各区単位にお茶のみサロンを開催して
いる。
また、ふれあい会食などを開催している区もあ
る。

区によって、区内の体制づくりを構築していると
ころがあるが、まだ全区で構築されてはいな
い。
今後、一定のフォーマットを作成し、それを叩き
台として各区の実情に合った体制づくりを進め
ていく予定。

3



ＮＯ 地区名

6

7

8

9

10

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

地区管内３校の中学生、福祉事業所、地域役
員との認知症について学ぶ講話と交流会を実
施しました。認知症については施設職員が介
護をして起きたエピソードや認知症はこんな病
気と道具などをつかって分かりやすく説明し、
施設内の見学をして介護現場このように工夫
されて作られていることを学びます。
交流会では、認知症について学んだこと実践
です。目線を合わせてゆっくりと話しかける。優
しい表情で対応する。同じことを繰り返し言って
も自尊心を傷つけない。
を守って交流しました。終わりの会では、別れ
が寂しくて涙を流すおばあちゃん、
「また施設に遊びに来たい」と言う中学生その
やり取りをみて周囲は、ホッコリしました。

施設職員と一緒に子育て講座を開催
保護者向けの講座として、子どもの心理を読み取った
対応や子育て情報、悩みやアンガーマネジメントを学
ぶ。家の中にずっと子どもと向き合っているとストレス
が溜まり怒ってしまうと悩んでいるお母さん達が講座に
参加することで、アドバイスをもらい癒されて、地域と繋
がりを感じてもらえるように工夫しています。
心理士さんが講師として来ているので、顔が見える関
係になり相談しやすい。
参加者同士のつながりが出来ましたとの感想をいただ
きました。
食品関係の企業さんにも協力をいただき食育で成長
期の子どもや大人にも身体に良いレシピの試食会をし
ました。食品の試供品、子育てに関する情報パンフレッ
トをお土産としてお渡ししました。

特別支援学級の先生から何かボラン
ティアをしたいとのお話がありました。地
域の方からフェイスタオルの寄贈があり
それを雑巾に作ってもらいました。その
雑巾は、各公民館に紹介文を付けて配
布しました。
雑巾の寄贈式をした時に、社協会長が
雑巾のお礼として花種と肥料とプラン
ターを生徒さんにお渡ししました。
その花の種を育てて、地域で開催した
花苗交換会で中学生が販売しました。
その売り上げは、支援学級の活動資金
にしました。またそこから、中学生が社
協役員さんたちを招待して一緒に手打
ちうどんを作り食べました。交流が続き
ました。

福祉推進委員さんの活動の記録として写
真やチラシなどを、年度初めに依頼をしま
した。
１月の福祉大会で、福祉推進活動の総まと
めを模造紙に作成して当日掲示します。
区によっては福祉推進委員さんが、集まっ
て活動を作成している区はお茶のみサロン
で作った折り紙を貼ったり写真を拡大し、チ
ラシを縮小して貼り付けたりと工夫してま
す。
他の区の情報交換になります。

福祉バザーは地域コミュニティーを目的して
開催します。
地域で不要になった品物を提供していただ
き、販売します。
仕分け値付けは、福祉推進委員さんが集
まってオシャレにラッピングやお宝袋を作っ
て工夫して品物を売れるようにしてくれま
す。
小学生の販売コーナーを設け売り上げは、
学級活動資金にします。
ＪＡ女性部の方が花や野菜を販売し、キッチ
ンカーがイカ焼きを販売し賑わいになりま
す。
高校の生徒さんがボランティアにきてくれて
地域の方と交流しながら販売員をしてくれま
す。

福祉活動には、皆さん熱量に差があります。例えば・・・
① はつらつ俱楽部（健康教室）の重要性を研修会で理解してく
れた福祉推進委員会長が自治区に持ち帰り提案すると委員さ
んは反対。先ずは、お試しからとお話しても納得してくれずその
まま実施できずに。仕事が増え負担になるのが嫌なのが理由と
の事です。
② ふれあい会食についても、手作りの食事が負担。もし食中毒
や何かあったら誰が責任を取るのか？検便しなくていいのか？
と福祉推進委員さんからの意見と参加者からの意見は手作りの
温かい食事を食べたい。お弁当ではいつも食べているから味気
ない。どこかに連れて行って欲しい。などの意見。双方の意見に
解決策が難しい。
③ 講座についても、どのように周知したらいいのか？
　参加人数が、その時によって違う。
　参加しやすい参加してみたい内容はどうしらいいか？
　このことについては、サロンなど地域の交流に、家から外に行
かない人をどのように連れ出すかも役員さんが抱えている課題
です。

「健康塾」に取り組んで丸4年半が過ぎました。
地区全体から参加者を募る“こまき”と、8割の
区で行われている、各区健康塾（名称は他に
“健康体操”“クラブ”など）は、高齢者の皆さん
の楽しみになっており、フレイル予防、一般介
護予防事業として取り組まれています。その担
い手として住民ボランティアの「ほんわか健康
応援隊」を養成し、各区健康塾などでリーダー
として活動しています。

世代間交流事業として、「グランドゴルフ」、「マ
レットゴルフ」を取り組んでいます。小学生～高齢
者まで、毎回100人を超す参加者があり、核家族
化や少子高齢化など世代を超えての交流が薄く
なっている現代社会的では貴重な取り組みです。
心の豊かさと身体の健康づくりとしても良い取り
組みであるのではないかと思います。

「3ゴルフ」と呼んで取り組んでいるの
が、「親睦ゴルフ」です。毎回100人を超
す参加者があります。区民同士の交流
という目的と併せて、地域の活動に関
心をよせていただく場になっていること
も期待したいです。

年間通していくつかの講演会活動が行わ
れ、活動の裏付けとなる理論的な学びの
場となっています。
＜4月＞」「福祉推進員・保健補導員研修
会」＜5月＞「地域福祉大会」、「歯と口の
健康」＜7月＞「病気と健康」＜10月＞「福
祉推進員・保健補導員研修会」
＜12月＞「食と健康」＜2月＞「運動と健
康」などがあります。（　　は保健補導員が
主催）
他にも、「ほんわか健康応援隊養成講座・
ステップアップ講座」、「介護者のつどい」な
どでも技能講習が行われています。

仲間づくりを目的にした事業がいくつか行わ
れています。
「男性の料理教室」、「一人暮らし高齢者の
つどい」「介護者のつどい」は、技術の向上
という目的と「同じ趣味をもつ人」・「生活形
態が似ている人」・「同じ悩みをもった人」同
士が参加・交流して生活のクオリティを高め
ることに貢献しています。
ただ、目的の仲間づくり（自主グループの形
成）には至っていないのは課題です」。

高い福祉力の構築には困難さを感じています。というよ
り「無理」だと感じています。福祉推進員（役員体制）も
区によって違いますが、役員の任期が1年、長くても2年
と交代していきます。活動を理解しかかったところで交
代となってしまいます。役員のなり手もいない状況もあ
ります。また、福祉ワーカーとは名ばかりで、福祉を学
んだ訳でもなく、理解している訳でもなく、こうあるべき
姿も描けない。目の前の仕事に全力で向き合うだけ。
やりすぎると疎まれる。そして、今の賃金では社会的に
認知された資格をもったワーカーなんて到底雇えない
行政の事情もあるのだろう。それではダメでしょ！って
いつも思ってしまいます。　“なんちゃってワーカー”の
つぶやきです。

隣組の人との交流
　例：年1回～地域公民館を利用して交流会 はつらつクラブ お茶のみサロン 地区ボラティアセンターの活動 オレンジカフェ

○やる気のある人が先頭に立ってやっていくことが大
事。
○身近なことを、少しずつプラスαして実践していくこ
と。
○独り暮らしの人で、こもっている人はどうすればいい
のか。

地区の情報交換会 地区の独居の高齢者の見守り活動 お見舞金の交付 地域のお茶のみサロン事業 福祉自動車、家事援助

地域住民同士の助け合い
日頃生活する近所の住民同士で支えあい、助
け合えるシステム作りが必要。

居場所づくり
各区でお茶のみサロンやサークル活動を行う事
で、集いの場が形成されている。
今後、まちの縁側についても取り組んでいきた
い。

ボランティアの育成と活躍の場づくり
10月の台風19号による災害の際、地区
内にも被害が生じるとともに避難所も複
数設置された。その際、地域住民がボ
ランティアとして避難者の生活支援、復
興支援を行った。
地域住民の底力を垣間見る事が出来
た。

介護予防・日常生活支援総合事業への取
り組み
地区での健康体操、各区内グループによ
るはつらつ体操を開催。
はつらつ体操については、今後グループ
の数が増えるよう、福祉健康委員等の協
力を得ながら進めていく。

地域からリーダーとして活躍できる人材の発
掘・育成をする。
住民からこどもカフェを開催したいという相
談があった。
ちょうど地区内福祉事業者から、地区への
協力の申し出を頂いていた時でもあったた
め、双方のマッチングを取り、開催に至り、
ほぼ毎月開催している。

認知症サポーター養成講座を開催してことで、今後、
特にオレンジカフェを開催する事となった場合のボラン
ティアとして、また、日常生活内でも認知症者に対する
支援が行える知識、そのきっかけは得られたと思う。

4



ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

11 1

H28　「ご近所パワーで助け合い起こし」
住民流福祉総合研究所の講演
H29　「高齢化社会を元気に楽しく生きるコツ」
　　　全国コミュニティライフサポートセンターの講
演
H30　「認知症の取材と認知症の母に思うこと」
　　　信濃毎日新聞編集委員の講演
H31　「地球からの贈り物―温泉と健康」
　　　信濃毎日新聞編集委員の講演

1

・平成２５年度「ふくしネットワーク」を設立。
　地域包括支援センター職員、地区内の介護保
険事業者、医療、司法関係者、住自協役員、地
域福祉ﾜｰｶｰで構成。毎月、ふくし相談会を開
催。地域の課題に対し解決策を検討したり、情報
交換等、3ヵ月に1回「ネットワーク会議」を開催し
ている。
・平成２７年度ふくし相談会を廃止し、３月に認知
症カフェを設立。
　平成３１年度に２か所目のオレンジカフェを設
立。構成員の他に地域住民ボランティアを巻き
込み、以降毎月オレンジカフェを運営している。

1

各区で開催しているお茶のみサロンやふ
れあい会食会などを、民生児童委員や福
祉推進員が担っていることで、参加する地
域住民はそれぞれの役割を知ることがで
きている。

1
５地区において、お茶のみサロンを開催してい
る。区によって形態は違い、毎月開催のところ
や年３回、１回など様々である。

① わんわんパトロール隊を組織。
愛犬と散歩しながら自主的に地域内のパトロール活
動を行うことにより、地域の子供たちやお年寄りを守
り、身近に発生する防犯などの未然防止を図ってい
る。この活動を通して、人も犬も誰もが安心して暮ら
せる美しい地域づくりを目指す。
② オレンジカフェや介護予防クラブ等通いの場の創
設。これらに参加する地域の人たちの見守りができ
ている。
③ ほっとリンクステーション創設
誰もが気軽に立ち寄れ“ほっとつながる場所”とし
て、毎月１回１ヵ所で開催している。
様々な仕掛けをして、参加する住民が毎月楽しみに
集まってきており見守りができている。ただ、固定化
しているのが課題。

12 1

H29年度　「悪徳商法とその対策」講師：落語家
三遊亭　白鳥　共催：消費生活センター
H30年度　「生まれてきてよかったと思える社会
を」共催：消費生活センター
「浅川社会協議会の取り組みについて」社協会長
より説明
H31年度　「介護保険制度について」講師：介護保
険課
「助け合って暮らすまちづくり」は、なぜ必要？講
師：地域包括ケア推進課
　「福祉健康部会の活動紹介」部会長より説明

1

＊福祉健康部会（年二回開催）
・「健康委員会」「民生児童委員協議会」「赤十字奉仕団分団」
「身障協支部」「老人クラブ連合会」「保護司会」「更生保護女性
会」「社会福祉協議会」「放課後子ども総合プラン」9団体の代表
が一堂に会し、各団体の現状・課題等の情報交換を行う。
＊地域福祉懇談会
・平成30年度より19地区に依頼し地域福祉懇談会を開催。
・平成30年度は、各地区の現状・課題・ニーズに関する聞き取り
をグループワーク形式で行った。
・平成31年度は、昨年度のワークの振りかえりプラス地区課題
に対し「今、自分にできる事・できそうな事」をグループワーク形
式で一緒に考えました。
＊地区内グループホーム等の運営推進会議への参画
＊生活支援体制整備事業・検討会の設置
・平成30年3月発足。
・地域福祉懇談会での意見を基に現状・課題・ニーズの把握を
行い、検討会として取組める事を協議。
・今後の活動創出等の基盤・指針となる「支え合い活動計画」を
策定。　（令和2年3月発行・地区内全戸配布）

1

・毎年5月常評・区長会にて市政出前講座「生
活支援体制整備事業」についての説明会を開
催。および「福祉推進員活動の手引き」の配
布。
・平成30年度・31年度の地域福祉懇談会には
必ず区長・民生児童委員・福祉推進員等役員
と住民の参加を求め「地域での支え合い・助け
合い」についてグループワークを開催。
・毎年認知症サポーター養成講座を開催。（小
4年児童と合同）
・生活支援体制整備事業・検討会にて発行の
「ささえ愛・ふれ愛」にて周知。
・平成31年度地区住民福祉大会にて「助け
合って暮らすまちづくり」は、なぜ必要？講師：
地域包括ケア推進課よりご講演頂き、「福祉健
康部会の活動紹介」を部会長より説明。周知
活動を行なった。

1

・各地区の民生児童委員による「ふれあい会食
会」「見守り活動」
・各地区の福祉推進員による「お茶のみサロ
ン」
・各地区の健康委員による「健康講座」
・クラブ（はつらつ体操）
・けんこうクラブ（はつらつ体操）

・支え合い活動計画に「見守り」を項目として掲
載。重要性の周知・啓発を行っている。
・見守りカードの発行（検討中）
・「お茶のみサロン」等への参加促進の為、近
隣への声掛け

13 1

住民福祉大会の開催
H28年　飯山赤十字病院院長「糖尿病予防講演
会」
H29年　CLC池田先生講演「地域の中で自分らし
く暮らし続けるために」参加者全員で意見交換
＊長野市社協と共同開催
H30年　パネルディスカッション「こんな子どもの居
場所があったらいいな」長野県長寿社会開発セン
ターの協力
R元年　パネルディスカッション「誰もが安心して
暮らせる地域を目指して　～障がいを理解し、一
緒に地域づくりを考えよう～」皆神ハウス・地区内
の障害者関係の施設の協力

1

●2/7（金）地域まんまる㏌「介護者の声が聞き
たい」を開催
　　介護している当事者の体験を聞き、地域でで
きることを考えた
　　地区内外の介護保険事業所、ケアマネが参
加
●オレンジカフェ設立に向けての情報交換会
●地区内介護保険事業所連絡会に出席
●喫茶を事業所と共同で開催（1回のみ）

1

●第三次地区地域福祉活動計画の中に
団体の紹介を記載
●広報誌に活動の様子を掲載
●各区に地域福祉部会を設置し、お互い
の活動を知り顔の見える関係を作る
●地域福祉懇談会で各団体の紹介

1

●福祉推進員と民生委員児童委員が行ってい
る「お茶のみサロン」
●老人クラブ、常会で行っているサロン
●「はつらつ体操」を中心とした健康増進の活
動（毎週開催）

●見守りネットワーク事業
　　「ご近所支え合い・見守りガイド」（全戸配布）
を活用しながら、班長・常会長を中心としたネッ
トワークを広めていく

14 2
福祉大会に企業・施設に案内していない。
あまり参加がみこめない

2

地区社協の忘年会に案内しており、ケースワー
カーなど出席してもらっている。また、社協の地
区別福祉懇談会に、地域の施設に出席依頼して
おり、出席してもらっている。

2

特に広報はしていない。民協は独自に研
修会を持ち、福祉推進員研修会は社協が
主催している。民生委員は個人に個別に
対応し、福祉推進員は、お茶飲みサロンを
通じて対応。

1
区単位で地域公民館を会場に実施している「お
茶のみサロン」８か所、「健康体操クラブ」７か
所のほか、オレンジカフェ３か所

各区の常会（部会・丁目）別に、防災につながる
「支え合いマップづくり」（元気なまちづくり補助
事業）を進める。
　進んで、小地域で気になる人・世帯に対して、
どのような支援ができるか話し合う場を設けた
い。

5



ＮＯ 地区名

11

12

13

14

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

「アヤメの里復活大作戦」
駅のあやめは毎年ニュースになっていたが、
今は忘れられつつある。この遺産を生かしアヤ
メの咲く当地区はもとよりお花いっぱい運動を
展開し、これを通じて景観や環境の改善、住民
同士の交流、地域活性化をすすめる目的で、
平成27年度より復活大作戦を開始。活動によ
り、駅のアヤメは見事に復活し、地域住民や電
車の乗客の目を楽しませている。また、3年前
から毎年5月に「あやめ祭り」を開催。地域住民
の交流の場となっている。３１年度には「あや
めの会」が誕生し、地域住民が草取り等あや
めの管理をしている。
今後も地域の中にアヤメが咲く場所を増やし、
アヤメの里にふさわしい地域づくりを推進して
いく。

「認知症カフェ開設」
年々認知症になる人が増えつつある中、地域に2か所の
オレンジカフェを開設。ふくしネットワークの構成員と認知
症ｻﾎﾟｰﾀｰなど地域住民のボランティアが運営し、認知症
の方とそのご家族、地域住民が集い、不安や悩みを話し
たり、おしゃべりや歌で楽しい時間を過ごして帰っていく。
悩みや相談がある方には専門家である地域包括支援セ
ンター職員や介護保険事業者が対応に当たっている。
また、認知症サポーター養成講座を毎年開催。小学校４
年生の児童と保護者を対象に毎年１１月に実施。地域住
民を対象に年１回実施。地域で気になっていた認知症の
家族（男性）の方が講座に参加して、日頃の悩みを吐露し
笑顔になり、オレンジカフェにお茶飲みにくるよと言って
帰って行かれた。他の参加者も早速来月からオレンジカ
フェに来たいと言って帰って行かれたのでよかった。

「雪かき隊ボランティア」
結成から１６年、現在４区で５０名のボラ
ンティアが活動している。
毎年、シーズンの終わりに、隊長会議を
開催し地域の課題、反省点等を話し
合っている。毎年ボランティアの募集を
行い地域の支え合い、見守りにつなげ
ている。
また、事業は違うが、利用者の資源回
収等の困りごとにも対応する部分があ
る。

「班ごとマップ」
班ごとマップの取り組みは５年以上になる
が、諸々課題があり遅々として進んではい
ない。近年起きている災害に役立つマップ
作りが急務として、単位を区毎にして、マッ
プ作りを目指し取り組み始めている。

「ほっとリンクステーション」
誰もが気軽に立ち寄れ“ほっとつながる場
所”として、毎月１回１か所で開催。様々な仕
掛けをして参加する住民を集め、地域住民
全てに、地区で行われている活動の情報を
収集・発信することを目的に取り組んでいる
が、思うようにいってないのが現状である。

・地域福祉懇談会の開催。
　＊地区ごとの現状・課題・ニーズの把握。地
域資源の発掘。
　＊地区によっては若手世代（40代ぐらい）か
ら「お手伝い出来ます」の声が上がった。今
後、その声をいかに活かすかが課題。
生活支援体制整備「検討会」の設置。
　＊地域福祉懇談会で把握した地域の現状・
課題・ニーズを基に浅川の現状に即した「支え
合い活動計画」の策定。（全戸配布）

・オレンジカフェの開催。
　＊地域包括支援センターとの共催にて開催。
　＊民生児童委員が積極的に声掛けを行い、参
加者の送迎も自ら行って下さっている。
　＊参加者の中には「お手伝い出来ます」とアン
ケートにご記入下さる方も多く、いずれはボラン
ティアグループを立ち上げたい。

・たすけあい事業「家事援助」「福祉移
送」
　＊高齢化に伴い需要増。
　＊福祉移送協力会員10名、家事援助
協力会員40名で活動。
　＊家事援助は援助内容を考慮し原則
2人1組で活動。
　＊福祉移送は福祉自動車2台で活
動。

・地区住民福祉大会の開催
　＊福祉課題についての周知・啓発活動。
　＊福祉健康部会（前述9団体）の取組の
周知。

・男性の地域デビュー促進事業「おとこ塾」
　＊多くの男性に地域デビューのきっかけと
する為、仲間づくり・いきがいづくり・男磨き
のお手伝い。
　＊幅広い内容の講座を受講することによ
り、自分にあったお気に入りの活動を見つけ
て頂き、いずれはサークル活動へと繋げた
い。

地域福祉活動は、小さな地域を単位とした支
え合い・助け合いが重要であり基本であること
から、行政役員と協力団体の横のつながりを
密にし、地域の情報を共有する場として部会を
設置する

見守りネットワーク事業
　　「ご近所支え合い・見守りガイド」（全戸配布）を
活用しながら、班長・常会長を中心としたネット
ワークを広めていく

【あいさつ運動】
　誰とも気軽にあいさつすることで、住
民同士のコミュニケーションが取れ、安
心安全な地域になることを目指す
　４月より運動がスタートするため、各区
で運動の方法など検討中

【健康応援づくり】
　健康で自立した生活を送るために、健康
寿命をのばす活動を応援する体操だけで
なく健康に関する講座も開催し、気軽に集
まり、健康づくりや活動を通した交流ができ
る地域を目指す

【喫茶】
　総合市民センターの一角を利用して住民
の憩いの場を設ける
　誰でも気軽に立ち寄ってもらうことで、住民
同士のふれあいの場とする

担い手不足
　各区の役員の選出が難しくなっている
　活動に継続して関わっている方が少ないため、事務
局が主導になってしまう

区単位の「協議体」づくりを進める。
　区の自治会と各種団体があつまり、住みよい
まちづくりについて話し合う場として活用する。
現在当地区では全８区中６区に協議体があ
り、活動中。

地区の協議体“ささえ愛”が、定期的に会合して、
各区の参加者の情報交換と、ワークショップ形式
の研修会を行っている。
　今後、各区協議体のマップづくりなどの活動を
支援していく。

　区や常会（部会・丁目）の花見など親
睦行事を奨励。
　ふるさと夏祭り、市場の開催。

　防災につながる「支え合いマップづくり」を
常会単位に進め、問題解決のために
話し合いを進める。

長野市のはつらつ体操クラブづくりと高齢者
同士のコミュニケーションを進めている。

住民自治協議会内での横並びの扱いで、難しい取り組
みとなる“福祉”が弱まる傾向がある。支え合いの協議
体（検討会）を活性化させる方策を強化して、活動を支
援いただきたい。
　同時に、社協の存在する地区でも、とかく取り組みが
むずかしい“福祉”は住自協内で存在が弱められたり、
埋没していく怖れが多分にあるので、（福祉関係補助
制度等）独自の支援方法を検討されたい。

6



ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

15 2

福祉大会は開催しています。３年前に施設の先
生を招いて脳トレ講座を開きましたが、お茶のみ
サロンやはつらつ体操など、地区の活動紹介、交
流を主眼で行っています。
　また、民間企業といった場合、域内に競合業者
が複数あるので、「あい見積もり」を取り業者選定
する、或いは○○の理由で○○社に依頼とのお
伺い書発行となります。正直、面倒。

2

我々は長野市と協同する組織です。福祉サービ
ス事業者の活動を支援することはむしろ、慎む
べきと思いますし、我々がその場を設けてあげる
必要はないかと思います。それぞれの企業が営
業活動の一環として努力すべきことと思います。
＊域内に包括支援センター、グループホーム、ツ
クイなどの業者、複数の病院、障害福祉サービ
ス等を手がけるりんどうなどありますが、福祉
サービス事業者とはどの方たちを想定していま
すか？
＊地域の福祉関係者とは、福祉ワーカ、福祉部
会等の住自協関係者ほか、民生、区の役員、消
防団等も入りますが誰を想定していますか？

2

区長(住自協も)は、必須事務として「区長
民生委員・児童委員候補者の推薦」を行っ
ていますが、別組織なので、依頼があれ
ば周知しまが、当方からはしていません。
各区では地区の福祉懇談会に民生も加
わって頂いていますし、区の広報などで伝
えているハズです。

1

(1)お茶のみサロンを開催しています。
(2)各区で「小さな一歩高齢者支援運動」(みん
なで運ぶ となり近所の やさしい まごころ)」を
実施
・災害時に弱者となりえる要援護者に対し「声
かけ」を兼ね「重量物（紙類等の）回収」の支援
を行っている。
(3)各区で「あいさつ運動」も行っている。

(1)各区単位で災害時要援護者の支援事業を行って
いる。
[骨子]
 ・区長は、市より受領した「避難行動要支援者名簿」
に基づき、民生委員と相談をして災害時に支援が必
要な人をピックアップし、「災害時要援護者リスト」を
作成
 ・要援護者は「私の避難計画」を作成し、保険証(コ
ピー)等と一緒に「専用避難袋」に入れ、家の冷蔵
庫、又は玄関（内側）にかける。
 ＊一部の区は上記対象などを含む大規模防災訓練
も実施
(2)地域福祉懇談会の開催
 ・福祉に係わることを検討、実施するため、区長が
民生委員、福祉推進員などを集め、会議を年2回以
上開催を行っている。

16 1

Ｒ元年福祉「知っ得」セミナー「認知の母にキッス
され」の講演
福祉活動計画の「高齢者や障がい者について理
解を深める」という目標に沿い「認知症や介護」に
ついての講演会を実施。
直木賞作家ねじめ正一先生に認知症の側面を明
るく介護体験を通して考えたこと、自身の老い支
度等をお話ししていただいた。
講演会終了後民生委員・福祉推進員・住自協役
員で「認知症について」を保健師による勉強会を
した。

2

地域包括支援センターで、サービス事業者、関
係者、地区住自協役員・民生委員・福祉推進員
等の情報交換会、勉強会が何度かありました
が、地区では参集範囲が少なすぎてできません
でした。

1

民生児童委員・福祉推進員は福祉健康部
会等の部会員になって住自協の活動の
PRや参加呼びかけなどしているので、住
民に周知していると思う。

1

お茶のみサロン…区ごとに毎年開催。主な担
い手は福祉推進員。年３回ぐらい。１地区は毎
月18日をサロンの日と決めて活動している。茶
話会、各区独自の催事(もの作り・ビデオ・カラ
オケ・演奏会等)
体操教室…はつらつ体操・脳トレ・出前講座等
おこなう。５組の自主グループが活動。毎週１
回と月２回のグループあり。
※災害後は活動ストップ（場所がない、住民多
数が地区外で避難生活）。

福祉推進員活動の充実ということで、隣近所を
見守り支え合いが必要な方への声がけ等をし、
日常生活の安否確認をし困りごとを発見し民生
委員につなげる。

17 1

福祉大会は開催していませんが、住民自治協議
会全体の事業として開催する「フェスタ」にて地区
介護保険事業所ネットワークが介護相談、高齢
者体験、介護用品の紹介等を実施しています。
来場した多くの住民が参加しました。

1

生活支援体制整備事業の検討会に、地区介護
事業所ネットワークから施設職員３名が参加して
います。検討会をニーズの把握、情報交換の場
として活用していただくとともに、事業に対する協
力、助言をお願いしています。

1

現在は住民自治協議会広報誌内で事業
の報告を中心に周知しています。今後は
福祉関係の事業を中心とした広報の発行
を検討しています。

1

・お茶のみサロン
・通いの場（カラオケグループ、スティックカーリ
ングを中心とした活動のグループ）
・はつらつ体操
・区公民館で開催されているグループ活動
（マレットゴルフ、健康マージャン、スマイルボー
リング等）

各小学校単位に見守り隊を設置し当番をきめ
て、育成会と手分けをして見守り活動をしてい
ます。高齢者の見守りについては、ひとり暮らし
を中心に民生委員と連携し声かけを実施してい
ます。役割表を作成して見回りをしている区も
あります。

18 1

・春のウォーキング
・中央消防署、介護センター、包括支援センター
の視察研修
・介護用品事業者より福祉用具の紹介と使用体
験
・秋の運動講座　地区八景巡り（台風19号の影響
で中止）

1
・福祉委員会
・サロンサミット
・地域福祉懇談会

1
・福祉・健康部会福祉だより
・民児協の地区内在住の80歳以上の方へ
の訪問事業の周知

1 ・地区11地区中、サロン数　20グループ
・地区選任福祉委員による見守り体制の充実
・お互い様の人間関係作りの話し合いをサロン
や、地域福祉懇談会で話し合っている

19 1

・社会福祉大会（地域づくり講座、特殊詐欺被害
防止講座）
・認知症サポート講座、エンディングノート書き方
講座
・ウォーキング講座、ストレッチ教室、介護予防講
座　等
・おいしいお茶のいれ方講座（伊藤園）

1

・中学生以上を対象にアンケートを実施し、その
結果を踏まえ報告会を行った。
・毎月、民児協定例会に出席していただいてい
る。

1

・年に3回「住民自治協議会だより」を発行
（資料添付）。
・認知症サポート講座に住民の方と一緒
に参加していただいた。
・民生児童委員だよりの発行（民生委員改
選時、資料添付）

1

・各地区のお茶のみサロン
　　血圧測定、健康指導、映画鑑賞、おしゃべり
等
・昔ながらの「向こう三軒両隣」の精神が残って
いる地区もあり、
　独自事業（支え合いサービス）もあるが、隣近
所で助け合っているよう[アンケート結果より]。

・今年度よりアンケートの結果をもとに地区福祉
懇談会を数地区で計画、予定しているので、話
題にしていきたい。
・避難行動要支援者名簿登載者について、地
区独自の取り組みとして、救急医療キットの設
置指導を行っている。
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ＮＯ 地区名

15

16

17

18

19

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

市開催の第24回 長野市住民自治連絡協議会
理事会で「フレイル予防」のキックオフをとの紹
介がありました。我々は、生活支援体制整備
(地域包括ケアシステム)に従い、はつらつなど
の運動に取り組んできました(第二次まちづくり
計画の最大施策)。
フレイルも重要で、現活動との整合性を取る必
要を感じていますが、それ以降 市からは進め
方等に関する説明がありません。
☆次年度、若槻独自に第二次まちづくり計画と
の整合性を取ることを行う予定。

☆地区は雪かきが地区の課題の一つです。暖冬
で今年は本格的な議論にはなりませんでしたが、
これからも取り組むべき課題と捕えています。

☆その他の福祉施策は、次年度の第二次まちづ
くり計画(3年目)の中で、検討をしていく予定です。
 [検討対象事業(下記)]

①区長部  …避難行動要支援者事業、
小さな一歩高齢者支援運動、地域福祉
懇談会
②福祉部会…サロン事業、介護予防・
日常生活支援総合事業
③健康部会…各区、自治会単位の健康
講座

特になし 特になし

市の補助金は使い勝手が悪い。
・使い方が限定されたり、飲食費はダメです。
例1)はつらつ運動で熱中症対策で「お茶、塩飴」を買っ
ていますが
なんとか補助をしたいが……
例2)我々は男性の料理教室の参加を増やす手だてと
して、夕方から男性が料理を作り､飲み会をとの試策を
検討していますが……
例3)雪かき補助として、除雪機の購入補助を検討しま
したが、高額で何かの補助金がないとムリなため未実
施
もっとザックリした形で補助金が頂けないかと思いま
す。

Ｑ４ 憩いの場・ふれあいの場づくり、自主的な
介護予防の場づくり
　場をつくることにより、人と人との絆が深まり
日常的なつながりができる。
　災害時以降、１地区が再開したら年代層が若
くなり活気があった。復興に向けて良いふれあ
いであり情報交換の場だと思う。地区外へ出た
人も参加している。

○みのりのつどい
　敬老の日にあわせ高齢者の健康と長寿を祝う。
地区をあげて激励する場、人との絆を深める場と
して高齢者の活力を図る。
　唯一、男性参加のある事業であり、また、参加
者も多い。

救急医療情報キット
　避難行動要支援者等を対象に緊急時
連絡カードを配布し、事前に必要な情報
を記載し緊急時の初期対応をスムーズ
にする。
　配布２日後に利用者がでて大変喜ば
れた。
　災害で各家庭の冷蔵庫が水没し全て
廃棄となってしまい今後どうするか検討
していく

〇愛の一籠運動　30年以上続いている事
業
　地区の特産物であるりんごを一籠ずつ持
ち寄り、福祉活動を充実させるための資金
づくりで地区住民の支え合い助け合いの
心を高める。
　使途…福祉自動車、見舞金、祝い金、乳
幼児の育成支援

〇男性の地域デビュー事業（各事業への男
性参加がない）
　男性の仲間づくり・生きがいづくりを目的の
講座等を開設し、情報交換の場、ふれあい
の場として次年度以降、新しい取組として検
討していきたい。

福祉関係団体合同研修会

　地区の福祉に関わる団体（住自協役員、区
長、民協、老連、遺族会、手をつなぐ育成会、
福祉推進員、包括、介護保険事業所ネット
ワーク等）が同じ研修会に参加することで各区
での取り組みのきっかけづくりとして開催して
います。　近年では生活支援体制整備事業の
意見交換の場として活用し、区でのささえ合い
や介護予防の推進につながる研修を行ってい
ます。

生活支援体制整備事業の推進
　①　検討会の開催
　　年に３～4回、住自協会長・健康福祉部会正副部会長・教育
文化部会長・民児協会長・老連会長・支所長補佐・かがやきひろ
ば所長・包括支援センター主任介護支援専門員、社会福祉士・
介護保険事業所ネットワーク等で構成されており、普段の業務で
関わることが少ない団体の皆さんとの情報交換の場になってい
ます。今後は各団体が把握している生活支援の情報の集約や住
民への広報などを検討する予定です。
②　介護予防の推進
　　はつらつ体操を推進するにあたって、福祉関係団体合同研修
会にて包括ケア推進課より「はつらつ倶楽部」についての講話を
お願いしました。研修会終了後も包括ケア推進課に協力していた
だきながら、はつらつ体操のグループも利用できる「地区ささえあ
い活動報償金」（1区につき1グループ12000円）を制定、活用する
ことでスタートしやすい環境づくりをしています。今年度は３カ所
でグループが立ち上がり、地区では６カ所が実施、今後３カ所が
講座を予定しています。

 健康福祉部会の開催
　　地区では各区より2名選出される健
康福祉部会員が福祉推進員の役割を
担っているため年4回部会を開催し、事
業の説明や研修、行事への協力をお願
いしています。
　部会員の皆さんにはアモーレフェスタ
での軽食調理、福祉バザーでの値付け
販売等、区だけでなく住民自治協議会
の事業でも活躍していただいています。
　また部会員向けの研修では福祉推進
員の役割をはじめAEDついての講習や
情報交換会など日ごろの活動に役立つ
ような内容を企画するようにしていま
す。

お茶のみサロン

　　各区において地域住民の交流活動の
場として「お茶のみサロン」を開催していま
す。出前講座を活用したり、音楽等のボラ
ンティアを依頼したり、保育園と交流するな
ど内容も回数も区によって様々ですが役員
の皆さんが工夫して開催しています
　内容については地区ボランティアセン
ターで紹介することもありますが日ごろの
課題等については健康福祉部会の研修会
で情報交換をしていただいて
います。

うたごえ喫茶

　　年に２回、「うたごえ喫茶」を開催していま
す。回覧で周知、参加費100円です。喫茶に
ついては健康福祉部会員にお茶やお菓子
の準備をお願いしています。歌集を見ながら
ありこさんと一緒に歌ったり、手遊びをした
り、楽しいトークがあったりとあっという間の2
時間です。
毎回約60名の参加があり、10年以上続いて
いる人気のある事業です。

　生活支援整備事業をはじめ地域福祉を推進していく
にあたって活動の必要性を多くの住民に知ってもらうこ
と、区長にも福祉役員の活動や役割を理解し協力して
いただけるような働きかけが必要だと感じています。
　今後の課題として、区長をはじめ地域住民に活動を
理解していただける説明や広報等、周知の方法を検討
していきたいと思います。

・福祉委員を中心に隣近所とのつながりの大
切さの研修の場

・民生委員児童委員の活動や役割をきちんと地
区の方に理解してもらう事
（頼めばなんでもやってもらえる的なものでなく、
親族の関わり方の理解）

・お互いの見守りの精神、困ったときは
お互い様の気持ちで生活していく基盤
整備

・もっと多くの地区住民が、いろいろある行
政の福祉体制を知り、活用すること
（社協の福祉自動車、住自協のかつら号、
安茂里包括支援センター、まいさぽ長野
等）

・サロンや保健補導員会の活動、交流セン
ターの企画等に積極的に参加してもらえる
ような内容の検討と連携

・過疎化、人口減、高齢化による役職の担い手不足の
なかで、自分事として地域の課題を解決していこうとす
る話し合いや、取り組みの強化

平成２６年より地域住民相互の助け合い活動
として、有償ボランティア組織を発足。住民が
「利用会員」「協力会員」となり、草刈、支障木
の伐採、調理（イベントや災害時のみ）、お助け
（ゴミ出しや、電球の取替えなど３０分に満たな
い軽作業）を行っている。

「ぬくもり広場」として、春には桜の下で食事や舞
台発表を楽しむ「ふれあい祭り」、秋には地区の
小学校の「音楽会」を鑑賞し子どもたちとふれあ
い、冬には様々な趣味のサークル活動の発表や
手作り品を展示する「文化芸能祭」が毎年行わ
れ、子どもからお年寄りまで参加できる催しがあ
る。

防災マップの作成。
各地区でワークショップ後にドローンを
使い、防災マップ作り。現在３０地区中２
６地区が終了。災害発生時の避難経路
や行動の確認、要支援者の避難方法の
確認に役立ててもらう。

農村民泊の受け入れ。
都会からの中高生を一般家庭で受け入
れ、交流を図る事により地域活性化はもち
ろん、受け入れる側の生きがいにもなって
いる。

毎年秋に区民運動会を開催。お年寄りの方
にもご来場いただき、楽しんでもらえるように
している。

◎どこの中山間地でも問題になる「足の確保」。高齢化
が進み、通院、買物はもちろんだが、イベントや講座等
を計画しても芋井は広いので、足がないと中々参加す
る事も難しくなっている。

◎かがやき広場や医療施設がない。
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ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

20 1

・Ｈ28　講師：林家　染二氏　講演：～笑う門には福来たる～　思いっ
きり笑うと元気になれます　（11/13）・Ｈ29　講師：小久保　晴代氏
講演：加齢による将来の不安　介護予防・認知予症予防として、何を
すべきか～快適な日々を送るために～（10/22）・Ｈ30　講師：向笠
千恵子氏　講演：“食”から始めるすこやかライフ（フードジャーナリス
ト／食文化研究家）
Ｈ31は福祉大会を実施しませんでした。2025年問題を課題に、各地
域での居場所づくり住みやすい地域にするために市からの依頼では
つらつ体操を推進して介護予防をしていこうとなりました。2019年度
は2025年問題包括ケア推進のため「高齢者支援」を最大の課題とし
たため、毎年行っていた福祉大会を中止としました。
　はつらつ体操を地域で指導できる人を育てるため養成講座を行い
ました。その結果地域に自主グループが22グループ立ち上がってき
た。それを機に「しののいはつらつ体操サミット情報交換会」を実施
し、グループ発表、フロアートークをして地域間での情報交換会がで
きた。大好評だった。今年は、社会福祉部会を中心に活動ができる
ように（２回目）はつらつ体操サミット情報交換会をやる予定です。
　福祉大会に関しては、マンネリ化している事や多額の予算も生じる
ため講演をお願いする方としても時間をかけて慎重に検討すべき問
題だと思い、見送りいたしました。福祉大会の意味がないような感じ
がした。

1

今まで高齢者の支援を最優先に考えていたため
に取り組んでいなかったが、補助金を交付してい
る団体にいます。「更生保護女性会」の方にも、
社会福祉部会の団体でどんな活動しているの
か、また地域の福祉事業所なども同様に情報交
換をできたらと思っています。今年の課題の追加
として考えていきたい。

1

・（包括ケア２０２５年問題含む）はつらつ
体操の自主グループを立ち上げるための
説明会を開き、地区での活動を進めてい
る。
年度当初に民生定例会へ出向き、ワー
カーが地域とどのようにかかわっているの
か、地区住民自治協議会との関係や立ち
位置を説明。
民生さんにご支援、協力をいただくことを
お願いした。合計４地区

1

・ほぼ全地区にお茶のみまたはふれあい会食会を実
施しているし、まだやっていない地区へお茶のみサロ
ンを推進している。
お茶のみサロンでは、役員も順番で例年にならって
やっているためイベント化していてこまる。年１回しか
やらない地区が４０人参加となり、お茶のみというのか
不思議になる。逆に回数を増やしてほしい。盛大にや
るということは考えないでほしい。居場所づくりとして
やっているというのがわかるようにお願いしたい。
ふれあい会食は、独居の高齢者はいるはずだが呼ん
でもなかなか来ないボランティアや役員が多くなってい
る地域が多数ある。
地域全体で会食をやっているところが数地区あり、高
齢化が進むと分館ではなく地域公民館での会食などに
変えていかないと更に来なくなる。会食なので回数を
増やすのは大変だと思います。いずれお茶のみサロン
に移行していきたいとは思っている。

特にやっていない。

21 1
毎年、短期大学の学生と、まち歩きをして福祉に
ついて学んでいます。社会福祉施設などを見学し
ます。

1
民生児童委員、地域包括センター、福祉施設、
社会福祉協議会などで構成する地域ケア推進会
議を開催しています。

1
・福祉推進員研修での民生児童委員との
関わりの説明
・両者の活動、活躍を広報紙に掲載

1

定期的にはつらつ体操およびお茶の間サロン
を開催
平成30年度　43カ所　283回　5,073名
令和 元年度　45カ所　272回　4,792名

地域別懇談会を行政区単位で開催し、見守りを
含むささえあいの体制整備について意見交換
をしました。

22 1

福祉まつり(住民福祉大会)のステージ発表で地
区の福祉事業所や、地区内の小・中学校の方に
参加して頂き、住民の方々に福祉について関心
を持ってもらうきっかけづくりを行った。

1

社会福祉部会の理事と事務局が数名単位のグ
ループで施設側の意向を汲みながら、訪問し(今
年度は８事業所)、施設の概要説明を聞くなど意
見交換を実施。

1
１２地区内をまわり、区長・民生/民生児
童・福祉推進員の方々と福祉に関する、意
見交換を実施。

1
３８自治区の内３２団体開催。
運営が負担とならないよう支援。

地域たすけあい事業の推進
・家事援助の協力会員(登録制)の募集と派遣
・周知の為の広報

23 1

・住民福祉大会
・介護者のつどい　「おむつのあて方講座」
講師　こすもけあくらぶ、ユニ・チャーム、
パナソニックエイジフリーショップ
・男性の介護者のつどい　「常泉寺カフェ」
包括、その他事業所スタッフの皆さんと開催
・認知症サポーター研修
・大学との連携事業　各種講演会、測定会ボラン
ティアの受け入れ整備など

1

・ネットワーク会議　（包括主催）
・ケア会議　　（包括主催）
・オレンジカフェ
毎回、数か所の事業所の方にご参加いただきカ
フェ参加者との相談、交流をしていただいてい
る。また、定期的に専門家によるミニ講座を開催
し、地域ニーズを出していただく場となっている。

1
・広報紙に定期的に掲載。
・折にふれ口頭で紹介。

1

・各地区で福祉推進員により行われているサロ
ンをはじめ、推進員以外が開催しているサロン
が数か所ある。
・近所の方が気軽に寄れる場「まちの縁側」も
民家等で始まっている。
・はつらつ体操等

・お手伝い隊、見守り隊の発足、活動。
・支えあいマップの検討、作成。

24 2 既存の事業が多くまだ取り組めていない 1
地域包括、在介の施設、民児協と地区の課題に
ついて話し合った（ゴミの問題が多かった）

1
民生委員は「民児協だより」を発行して地
域に周知している

1

・お茶のみサロン：６０グループ　年間158回開
催
・健康体操：約３４グループ　毎週・月２回開催
している

・４地区において登下校の見守りを実施してい
る（各小学校区）
・授業参観の後の保護者会の時に、図書館等
で子どもたちの見守り（支える会・祖父母の会
が担当）をしている地区がある。

9



ＮＯ 地区名

20

21

22

23

24

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

◎はつらつ体操
介護予防が目的　数年後も歩けるかどうか初
めのころ押し車で体操に来ていた人が、体操
をしていたら押し車を使わずに歩いてこれるよ
うになった。
神経痛だった人が、いたくなくなった。

◎お茶のみサロン
◎ふれあい会食

自主グループの体操が立ち上がったところは、お
茶のみサロンの回数が増えた。

◎高齢者・健康増進（生き甲斐・やりが
いづくり）について
民生、健康・福祉推進員さんにはつらつ
養成講座に参加してもらい地元で体操
を担う役割をお願いしていた。自主グ
ループが立ち上がった。
篠ノ井交流センターではつらつ体操を
月１回やっていて先頭に立ってやっても
らっている。

◎ささえあい
洪水災害があり南長野運動公園に避難場
所になり、養成講座の方にボランティアを
頼んで被災者を元気づけた。避難している
方からは喜ばれた。

特になし

福祉推進員が楽しんで活動すること
自分の気づかなかった才能を発見できたらと
ても良い

参加者、全員が楽しめるもの（気分を悪くしないもの）の開催

自分の役割を理解する
縁の下の力持ち、福祉活動への理解、
社会福祉協議会、民生児童委員との連
携、見守り活動など

お茶の間サロンの場で、地域の困りごとに
ついて気軽に話し合ったり、地域の高齢者
の方に生き様や地域の歴史についてお話
を伺ったり、とても素晴らしいアイディアだと
思いました。

福祉推進員がオリジナルゲームを考案

・お茶の間サロン、はつらつ体操後の小ネタや脳トレの
アイディアがなく困っていると福祉推進員から相談を受
けたので、「福祉推進員のお茶の間サロン」を開催し、
地域包括ケア推進課の講師と情報交換を行い、大変
好評でした。福祉推進員からはもっとアイディアが欲し
いとのことで、いい案があれば教えていただきたいで
す。
・現在の地域福祉ワーカーの人数、勤務時間では到底
良い取り組みは出来ません。市の正規職員を一人配
置して福祉事業に関わっていただければと思います。

・おしゃべりサロン/・ふれあい会食/・オレンジ
カフェ/・介護者の集いの開催。

・福祉自動車運行事業
福祉自動車の運営

・介護予防の取組支援 ・子育て世代支援 ・各種事業の広報活動

・防災
自治会単位の防災マップ、支えあいマップの整
備

・近所のコミュニケーションをとる場
お茶のみサロン、まちの縁側、
各地区で行われている多世代交流事業（しめ縄
作り、やしょうま作り、運動会など）

・近所の支えあいと話し合いの場
地域福祉懇談会、自治会単位の支えあ
い組織

・あいさつ運動
・他機関とのネットワーク
ネットワーク会議、上記行事での事業所との
協力、大学との交流。

＊顔見知りになった見守り活動のボランティア
と一緒なら学校に行けるようになった児童がい
た（登校途中で校長先生に引き継ぐ）

認知症等当事者と支える側が、話し合え、相談で
きる場（オレンジカフェ）

＊認知症の人も来ていて、家族が行くようにと後
押ししている。
＊近所に認知症の人がいて、どう支えていくかサ
ポーター養成講座を受けたい（養成講座はコロナ
ウイルスの関係で中止）と関心を持つ人が出てき
ている

高齢者、免許返納をしようとしている人
たちから、公民館や支所等に出かける
際に地区内を循環する交通手段がない
か、という意見が出ている。

健康体操：歩いて行ける場所、顔見知りの
人と話すことや体操をすることで、運動機
能の低下を防ぐ（実際に機能が改善した人
がいる）
健康づくりウオーキング

　地区内にウオーキングのグループがいく
つかあるがこれらを横断した研修を計画中
（正しい歩き方　靴やポールの正しい使い
方など自己流ではなく正しい方法で）
これまで「村めぐりウオーキング」という名
称で「七二会史跡ガイドブック」を参照して
のウオーキングを行ってきたがほぼ一巡し
たので、新たな取り組みとしたい。
年５回開催　平均参加者２０名程度　講師
を招いてのノルディックウオークも１回

たすけあい事業
　有償による助け合い事業
草刈り・耕運・枝下ろし等の軽微な伐採・軽
微な修繕・急がない除雪
家庭に入る作業は社協の地域助け合い事
業に委ねる
利用会員４３名　協力会員２６名　年間稼働
６４．５時間　１時間千円
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ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

25 1

福祉大会での講演会
　社会を明るくする運動住民大会での講演会
（社明趣旨に沿う内容にプラスする形で毎年開
催）
単発での福祉研修や施設見学の実施　（チラシ
による呼びかけ）

1

ネットワーク会議
地域の福祉にかかわる役員・地域包括支援センター・社協
コーディネーター・保健師・ワーカー・住自協・支所ケアマネさ
んと語る会（顔に見える関係づくり）民生委員児童委員　福祉
推進員　ワーカー　支所社協コーディネーター　地区に利用
者を持つ事業所及び事業所のコーディネーター　訪問看護
地区内事業所との情報交換
・地域包括支援センター
福祉関係諸会議・各地区のサロン・かがやき健康サロンに講
師として参加頂くほか福祉関係役員による包括センター視察
研修実施
・グループホームかえで　　隔月開催の運営推進会議に参加
（ワーカー）
・特別養護老人ホーム　ワーカーが適宜訪問
・特別養護老人ホーム　（近隣の事業所）　ワーカー訪問
・地域包括支援センター（近隣の事業所）　　〃
・居宅介護事業所（近隣の事業所）　　　ワーカー訪問

1

　健康福祉だより（年１回発行）　住自協だ
より（年２回発行）
　福祉かわらばん（毎月発行）
　お茶のみサロンには福祉推進員が必ず
参加又は福祉推進員が主催

1

各区に必ず1サロン以上あり　小区ごとに開催
している所も多い
　令和１年度　サロン数17　総開催数94　延べ
参加人数1,235名
　集まるための足がないため、役員等による送
迎が必須の所が多いのが課題
　なるも、参加される皆さんの楽しみであるとと
もに、サロン代表者やサポー
トする役員にとっても、「やりがい感」や「達成
感」に繋がっている。
役員を終わるとき、「大変だったけど楽しかっ
た」との声を聞くことが多い。

平常時の見守りがあってこそ非常時の支援体制が
あるということで災害時の避難行動要支援者への対
応も含め、区長を中心に見守り体制の構築を図って
いるが、主体となるのが自主防災会（区長が主）なの
で
地域福祉活動計画通りには中々進展していない。
日常の見守りは、友愛活動事業を軸とし民生委員を
中心に健康福祉推進員やボランティアが訪問活動
やふれあい会食を行っている。
又　まだまだ隣近所の「ゆるやかな見守り」が生きて
いて、カーテンがあかない、電気がつかない、新聞が
取り込まれていないなど、ご近所が注意してみてくれ
ている。新聞配達、郵便配達の方からの情報も寄せ
られている。非常時は　組長　小区長　区長　という
安否確認ルートと民生委員による独り暮らし高齢者
への安否確認ルートがある。

26 1
福祉大会を開催し、民生委員やボランティア活動
への協力者を紹介する等、多くの住民に対し重
要性をアピールした。

1

３事業所の職員と支所長・補佐・土木担当にも出
席してもらい、積雪時の道路状況を確認し合う場
（会議）を設けた。
事業所の方に状況を把握してもらうことが出来
て、より良い運行・運営の道筋が出来た。

1

福祉大会・サロン等で周知した。
今後はより一層地域の担い手としての役
割について重要性をアピールしていきた
い。

1
小地区単位での交流会の増加、はつらつ体操
の開催、ふれあい会食会の開催など、徐々に
ではあるが良い関係が築かれつつある。

推進委員さんには、チラシ配布時の声掛けをし
てもらっている。
また、区長・組長・民生委員さんには常に見守
りをしてもらっている。

27 1

町文化祭にあわせて、「ふれあいまつり」を開催。
社会福祉法人の医師と保看護師さんに、健康相
談を。国民道薬局の薬剤師さんにくすりの相談を
していただきました。キッズコーナーでアートバ
ルーンの実践をしたり、ふるまいのコーナーでは
食生活改善推進協議会のみなさんによる、せん
べ焼きや飲み物の提供をし、住民誰もが参加で
きる場を設けました。

1
社会福祉法人と住民自治協議会で「ひだまり
ほっとサロン」を開催するために定期的に情報交
換をしています。

1
民生委員の広報誌を定期的に全戸配布し
ています。

1

【１「はい」は取組内容、２「いいえ」は理由・課
題等を記入】
組単位でサロン活動を実施。59のサロンが立
ち上がっており令和元年度は年間183回開催し
ました。組単位で開催することにより隣近所の
見守りにつながっています。

長野市のひとり暮らし友愛事業を実施してお
り、福祉会役員と民生委員が協力し、定期的に
自宅訪問をおこなっています。
老人クラブのみなさんが、小学校の下校時間に
あわせて通学路の見守り活動をしています。

28 1

毎年11月頃福祉大会を開催し福祉施設の利用
者さんの作品展示と講演会をしている。今年度
は、社会福祉協議会の協力で「夢をあきらめな
い」の講演をしていただきました。　小学生もこの
講演を見てかなり衝撃を受けたようですが、世界
にはいろんな経験をしている人がいる事を学べた
と思います。

1

「そばの郷ネット」（介護予防・生活支援検討会」
にて情報交換
今年度から試験的な通いの場（すみれ会・もくも
くの会）で、支援が必要な人の情報交換をしてい
る

1
「こみゅにてぃー」や「そばの郷通信」等で
紹介している

1

今年度、各区のおしゃべりサロンに出向き、Ｈ
30年に実施した「支え合い地域づくり」アンケー
トの区別結果報告をした際に、お互い様の気
持ちでの見守りについて話てきました。
区によっては、自主的に趣味の会など、定期的
に集まって情報交換をしている所があります。
今年度、地区内で５２回開催され、のべ５７５人
が参加しました。

特に体制整備はしていませんが、ご近所さんを
知らないという地域はほとんどなく、昔からご近
所さんを気にかけて生活をしています。

29 1

老人福祉センターを福祉のつどいの会場にさせ
て頂いたことで、デイサービスやショートステイの
方たちにも参加していただけましたが、去年は特
に「学び」が少なくなってしまいました。来年度は
気を付けようと思っています。

1

「福祉熱人ワーク会議」がその場ですが、むし
ろ、福祉サービス事業者が個別のニーズを拾っ
て教えてくれるので、それを地域として対応する
か（できるか）検討している感じです。

1
しているつもりですが、浸透するには時間
がかかりそうです。また、役割についての
個人認識の差も感じています。

1

「日常生活単位」という意味が良く解りません
が、ご近所で活動してくださっている地域はあり
ます。逆に、この山の中でもご近所のお茶のみ
が少なくなっていると感じているのも事実です。
地区によって開催頻度にばらつきがあるのが
気になるところですが、担当される方は、皆さ
ん工夫して取り組んでくださっています。

見守り活動については、新聞配達、郵便配達、宅
配便、JA訪問日、配食サービス、民生委員活動、
在介さんによる訪問等で、行われているね、という
確認はしましたが、それぞれの情報共有はできて
いません。
また、昨年度、見守り啓発チラシを作りかけました
が、「見守りと、見張りの境界線が難しい」「生死に
かかわる見守りと、日常的な見守りのポイントが違
う」「それぞれの見守りを啓発するのか、見守って
どこに相談するかまで提示するのか」など意見が
まとまらず、完成に至らなかった経緯があります。
まだ模索中ですが、本当に伝えたいことが見つ
かったら、啓発チラシを作って活動を広めたいと
思っています。
また、数々のサロン活動が、見守りになっていると
思います。

11



ＮＯ 地区名

25

26

27

28

29

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

お茶のみサロン
Ｑ4　のとおり

かがやき健康サロン
　地区内唯一のバリアフリー施設である「かがやきひろば」を
会場に開催している介護予防教室＋お茶のみサロンである。
（階段なし洋式トイレ完備の施設は他にない）送迎はできない
ので、地区内を走るバスの時刻表に合わせて開催（バス停設
置、非開館日の鍵貸与等の措置を重ねての開催）通いの場
事業補助金により運営。居宅要支援被保険者は、本来は地
域包括支援センターからの紹介により参加頂くものであるが、
自主的に参加申し込みがあり参加者の21％を占めるに至っ
ている。区ごとのお茶のみサロンでは会えない区を超えた交
流が生まれ、互いに誘い合っての参加となっている。
地区内で活動しているグループ、或いは近隣地区のグループ
に参加している方に紹介いただいてのグループの方々に練
習の成果を発表頂く「芸術の秋」シリーズでは、発表頂くボラ
ンティアの皆さんと、サロン参加者が互いに「元気をもらった」
という声しきり・・・どちらも同年齢なので・・・発表するボラン
ティアの側の皆さんの「生きがい造り」にも寄与する場となって
いる。
バスルートに合わせて毎月３回開催　平均参加者２０名

わくわく健康塾
　介護予防クラブまでの取組はできてい
ないが、月１回２つの会場で開催してい
る。
長野市のはつらつ体操・地区作成のフ
レッシュ体操を自主運営で行い、無料の
講師をお願いして補完する運動や脳ト
レを実施。２会場平均参加者１５名。

健康講座
　保健師を講師に、特定検診の結果の見
方や注意点を聞き、七二会の特徴である
糖尿病予備軍の多さに着目し、「糖尿病と
は」「糖尿病を防ぐ運動」「糖尿病を防ぐ食
事・・調理実習含む」を年４回に分けて開
催。

健康づくりウオーキング
　地区内にウオーキングのグループがいく
つかあるがこれらを横断した研修を計画中
（正しい歩き方　靴やポールの正しい使い方
など自己流ではなく正しい方法で）
これまで「村めぐりウオーキング」という名称
で「七二会史跡ガイドブック」を参照してのウ
オーキングを行ってきたがほぼ一巡したの
で、新たな取り組みとしたい。
年５回開催　平均参加者２０名程度　講師を
招いてのノルディックウオークも１回

住民自治協議会の役員は、地区内の最大ボランティア
であるが、高齢化の進む中、役員のなり手がなくなって
きている。
一人で何役もこなさなければならないのが実情。
かといって役員の数を減らせば一人に掛かる負担が増
すことになる。
役員でもないのに出しゃばっても・・・という風土もあり
役員に頼らざるを得ないが、廻していくのが難しくなっ
てきている。

自主的な介護予防の活動グループの立ち上
げに関わる。
高齢化が進む中、いつまでもこの地で元気に
暮らしていけるために生きいき通いの場を立ち
上げ、結果１地区が自主グループとして活動を
開始している。

お茶のみサロンの運営に関わる。
徒歩でも参加しやすい小地区開催を増やしたいと
の思いから、推進委員の努力で徐々にではある
が小地区開催が増えている。

はつらつ体操講座の運営に関わる。
「運動」と「脳トレ」を中心に季節の行事
も含め週１回開催を目標に５地区が活
動を開始している。

健康食講習会への参加を通し、地域の皆
さんの健康を考える機会がある。
講習会は年１回だが、毎年半数近くの推進
委員が参加してくれている。

ふれあい会食への協力体制ができつつあ
る。
　開催地区は現在２地区だが、それぞれの
地区で推進委員の経験者も含め、推進委員
には食事作りや送迎に協力してもらってい
る。

当地区では、推進委員を降りてもボランティア協力員と
して支援をいただける方には支援していただいている。
声をかけると大勢の皆さん快く引き受けて下さり、大変
ありがたく思っている。

「ひだまりほっとサロン」
自立できていて、日頃自宅にひきこもりがちな
人を対象に週に1回ひだまりほっとサロンを開
催しています。

「オレンジカフェ」
認知症の方とそのご家族を対象に月に一回開催
しています。
地域包括の職員も参加してくれているので、日頃
の介護の相談ができたり、悩みを打ち明けること
ができる場となっています。

特になし 特になし 特になし

ご近所さんの見守りが大切。昔から築かれた
関係を継続していく事で自然と見守りができて
います。
・一人暮らしの高齢者の家の電気が一晩中点
灯している事に近所の人が気づき、倒れてい
るのを発見した。既に亡くなっていたが、何日
も放置されず早い段階で発見された。
・最近様子がおかしいと、ご近所さんからの連
絡で、その人が認知症とわかりました。車の運
転もするので、心配でしたが家族の説得で運
転を止めてもらえ、大きな事故を起こす前に防
ぐ事ができました。その後もご近所さんとの関
係は良好です。

福祉施設との連携がとれるようになった。今年度
から試験的に始めた通いの場で、デイサービス
はまだ必要ないと思われたひとり暮らしの高齢者
を、介護予防の為に通いの場に誘った所、想像
以上に自立行動が出来なくなっていた事が分
かった。その後デイサービスに通えるよう申請を
出した。
通いの場に誘いだすことで、本人が思っていた以
上に支援が必要だと分かった事例です。

今年度、おしゃべりサロンでＨ３０年に実
施した「支え合い地域づくり」アンケーﾄ
の結果報告と解説をした。これから来る
超高齢化社会を乗り切るために、この
サロンの開催回数を増やし、見守りや
介護予防に努めようとする区が増えた。

通いの場からサポーターが生まれた。
介護予防の為に始めた通いの場でした
が、参加者の中から「人に役に立つ事をし
たい」という意見が出て、「すみれ会」では
雑巾づくりをして保育園に寄付をしました。
「もくもくの会」では、介護施設で大量に使
用する新聞紙の使い捨てのゴミ袋を作り、
寄付しました。

子育て応援事業では、すこやか学級を月２
回開催しています。自然豊かな戸隠の環境
を生かして、フクロウの巣箱を見たり、池の
周りではモリアオガエルの卵を発見したり、
都会からお嫁にきたママさんも勉強になるよ
うです。夏には近隣の農家さんにお願いして
ブルーベリー狩りをしたり、秋には落ち葉で
冠を作ったりしています。

平均寿命は女性の方が長い昨今ですが、地区
では男性のひとり暮らしの方が急増していま
す。そこで、一人暮らしの男性の出かける場と
して、男性の料理教室が発展して、いろいろで
きる場になるように考えています。個性的な参
加者に要望を聞きながら運営しているので、二
転三転することも多々ありますが・・・困った時
に助けてくれるのも、この会のお父さんたちで、
「学校の鎌が切れない！」と相談したら、鎌研
ぎを快く引き受けてくれました。「せっかく集まっ
たんだからお昼が食べたい」というので、小学
生に交じって給食を食べて帰りました。子ども
たちと食事が出来て、普段ひとり暮らしのおや
じたちは、本当に嬉しそうでした。

【サロン】
　サロンは、日頃のちょっとした困りごとを聞くサロ
ンとして始めました。が、そのためにわざわざ月
に１回のサロンに出かけてくる方は、ほんの数人
しかいなかったので、年金支給日に合せて、金融
機関窓口に来た方とお茶を飲みながらお話をす
る機会としたところ、普段は、特に用がないと来て
すぐ帰る方が足を止めて団らんしていることで、
久しぶりの再会があったり、一人暮らしの方がワ
イドショーなどの情報について近所の人に相談す
るシーンがあったりと、来ている方同士の交流が
活発になってきました。もう１年ぐらい続けたら、
定着しそうな予感がします。

【冬の健康教室＋ご近所福祉サロン】
　保健センターと共催で、閉じこもりがち
になる冬場に全地区（20地区）を回って
冬の健康教室を行っています。２時間
程度で、体育指導士さんに簡単な運動
を習う時間と、ご近所福祉サロンとし
て、介護予防や介護保険のお話をした
り、今回はシールによるアンケートを実
施して、買い物や、市営バスについて皆
さんの生の声を拾いました。その間、別
室で保健師さんによる個別の健康相談
が実施されていて、毎年開催しているの
で、昨年度と比較しながら保健師さんが
丁寧に相談に応えていらっしゃいます。
それを楽しみに来ている方も多いです。

【生き行き健康セミナー】
　整形外科や整骨院がない鬼無里で、自
分の元気を自分で守ってもらおうとセルフ
ケアの観点から、ヨガの体操や呼吸法を習
う機会を作っています。歳を重ねていくと痛
みが出やすい、腰・肩・膝の痛みが緩和を
目指し、指導してくれるヨガインストラクター
は、長年地区に携わってくれている保健師
さんなので、皆さんの変化や様子もよくわ
かってくれています。治療とは違い、継続し
て体操や呼吸法をやることが一番大切な
ので、年に24回のセミナーですが、参加者
のご要望も強いので、継続していき、皆さ
ん変化も期待したいと思っています。

【カフェ】【手をつなごう会】ボランティア養成講
座
第２次地域福祉活動計画では、ボランティア養
成講座という名前にしましたが、具体的な活動
名にしていった方がわかりやすいのではない
かということで、次の計画では、この二つを入
れようと思います。簡単に言うと、カフェは子ど
もたち（小中学生）のためのボランティアさんの
定例会の名前で、手をつなごう会は一人暮らし
の高齢者のために、草刈りをする活動のことを
指しています。実際に草刈り活動をしてみて、
思うことは、草刈りの仕上がりよりも、「助けて
ほしい」と声を上げた時に誰かが応えてくれる
という安心感の方が大きいのではないかという
ことです。

当地区のような小さい地域でさえ、20地区で地域福祉
推進に温度差や格差が生まれています。逆に、小規模
ゆえの強みを活かした助け合いが出来ているというの
も事実です。地域福祉を考えるときに、ニーズ調査をし
ますが、お話を聞いていると①今困っている方と、②今
は大丈夫だけど、数年後が不安だ、と思っている方が
混在しています。その辺をよく考慮した地域づくりが必
要なのだと感じています。①今困っている方を助けつ
つ、②少し先の未来を見据えた課題に対応できたらと
思います。それには、聞く力（聞き方）も必要になってく
るような気がしています。
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ＮＯ 地区名
Ｑ１

１はい
２いいえ

Ｑ１ 社会福祉法人や民間企業と協力し、既存の
住民福祉大会等を活用し、様々な年代や多様な
住民が参加できる学びの場を設けましたか。

Ｑ２
１はい

２いいえ

Ｑ２ 福祉サービス事業者が地域ニーズを把握
する場として地域の福祉関係者と情報交換を行
うような機会を設けましたか。

Ｑ３
１はい

２いいえ

Ｑ３ 民生委員・児童委員や福祉推進員と
いった地域の担い手の役割を住民に周知
していますか。

Ｑ4
１はい

２いいえ

Ｑ４ 隣近所において、お互いに気にかけ
る関係を築くため、日常生活単位で行われ
ているサロン活動等はありますか。

Q５ 地区において、見守り体制の整備に努め
ていただいていると思ますが、具体的な取組
内容や体制について教えてください。

30 1 ・健康福祉まつり、福祉講演会、福祉研修会 1
・デイサービスセンター所長が福祉委員会の構
成員。

1

・各地区の福祉推進委員等で構成してい
る福祉委員会で実施する福祉関係の事業
の様子を隔月発行の住自協だよりで衆知
している。

1 ・令和元年度　20サロンが活動している
・友愛会会食会（毎月第3水曜日）
・民生委員による訪問、声がけ
・協議体での意見によるコミュニティカフェ構想

31 2

　福祉推進については地区では地区社協（任意
団体）　が事業を推進している。
　また、今後につては地区社協の事業の計画と
し、福祉推進員　の協力の基、学びの場をもうけ
て行きたい。

1 地域包括センターと情報交換を行った。 1
住民自治協議会、地区社協の広報誌によ
り周知している。
　　（年１回程度）

1

行政区及び組ごとのサロンが毎年２か所増の
計画を行っている。

　　２８年度　　１４か所
　　２９年度　　１５か所
　　３０年度　　１５か所
　　３１年度　　１７か所

　一人暮らし安否確認を実施している。
（登録制　３２名　往復はがきによる安否確認）

　・課題
　　高齢者夫婦の安否確認も検討していく。

32 1

★地区ふれあいまつり
　　住民自治協議会健康福祉部会のつどい班が地区全
体に呼びかけて実行委員会形式で行っている。令和元年
度で３２回開催。実行委員会の中には民生委員、中学
校、高校、社協（老人福祉センター・介護事業所）NPO法
人、親世代男性の仲間グループ、地域づくり団体、医療
生協、お話しの会ボランティアグループ、まちの縁側、オ
レンジカフェ等が関わっている。今年度は中学生がボラン
ティア参加し好評であった。他地区や住民自治協議会の
協力もある。
★長寿を祝いクリスマスを楽しむ集い等
　　健康福祉部会ふれあい班が中心になり開催。高齢者
は長寿でいることをお互いに喜び合い、クリスマスを地区
全体で楽しもうと開催。午前中は保育園、小学校、中学
校、高校の生徒が歌や合奏などで楽しませてくれる。会
場の高齢者、障がい者、スタッフ全体がふれあいながら
楽しい時間を過ごしている。

1

★ネットワーク
住民、福祉関係者が情報交換や課題を共有し課
題解決に取組んでいる。毎月１回開催。

1

★「月間こよみ」や、サロン通信（ボラセン
便り）、福祉部会報等で周知。
　　民生委員会と福祉推進員の合同研修
会を開催。
　　推進員の活動報告の模造紙を人が集
まる場所に展示。
　　（民生委員の担当は市民担当なので、
直接周知はしていない）

1
　★小地域ごとに「いきいきサロン」を開催し、
見守り活動をしている。
　　（１８カ所）

★研修会、アンケート、座談会、住民による寸
劇等を通して意識啓発を行っている。
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ＮＯ 地区名

30

31

32

Ｑ６ 地区における地域福祉推進の取組とし
て、特に大事だと考えている取組を５つ紹介し
てください（Ｑ１～Ｑ５までの取組と重複可）。

あ■■■
エピソード１

また、取組によって「こんなことが起こった」という
ような紹介したくなるようなエピソード等があれば
併せて紹介してください。■■■■■■■■■

■■■■■■■
エピソード２

エピソード３ エピソード４ エピソード５ その他（意見）

（構成メンバーの例・・・福祉推進委員、正・副
区長、福祉協力員、民生委員、サロン代表者、
消防団代表、防災指導員等）

協議体での話し合いの意見の集約の実現

・メンバーの高齢化、減少によりサロン
の継続が困難になり2,3年の間に活動を
休止するグループが増えているため、
移住者、若年の方に仲間になってもら
いたい。

・依頼者からの相談、雑談の中から新しいサービスが生まれている。
介護予防体操、いきいきクラブ等住民参加
の場づくり

サロン事業
　　福祉推進員、保健補導員、サロン代表者、
民生児童委員と一緒に
　活動できるよう進めていきたい。
　　特に、山間地域のサロンの実施について取
り組んでいく。

ボランティア活動
　中学生、高校生を対象に地区の福祉施設に体
験ボランティアを実施している
終了後アンケートを提出していただいている。
　将来の職業の目標になるような感想がある。

高齢者の集い
　女性に限る料理教室（彩りキッチン）
高齢者の一人暮らしの女性からの
要望があり栄養管理士を講師として実
施。
　参加者　１５名

福祉移送サービス
　運転手の確保に苦慮している。
　病院への送迎だけではなく地区に沿った
利用方法検討中。

地区福祉活動計画は、校正段階のため、後日の提出
となりますことを
ご了承ください。

＜地域たすけあい事業＞
協力会員の方の運転により、地区の自宅の玄
関から長野市内の病院の玄関まで通院できて
ありがたいと思います。住み慣れたところで暮
らし続けることができるお互い様の気持ちを大
切にした事業だと感じます。
今年度は移送の車を新しく購入しました。その
時に、愛称を募集し１１件の応募がありまし
た。選考で選ばれた女性は「年齢と共に痛いと
ころがでてきたり身体が動かなくなってきたり
するけれど、利用者さんが少しでも暖かい気持
ちになれば」と＜陽だまり号＞に決定しました。

＜生活支援グループなかちゃん＞
　年をとっても地区で安心して暮らしたいという住
民の思いから始まった取組み。
　困ったときはお互い様の気持ちを伝え続けてい
ます。

＜いきいきサロン＞
　身近なところで集い交流するなかで、
安否確認や健康づくりなど地域で安心
して
暮らす見守り、気遣い、居場所になって
います。サロンの代表者会議も開催して
いますがお互いの情報交換にもなり交
流もしていきたいとの声もでています。

＜ネットワーク＞
　住民や関係機関が月に１度顔を合わせ
て情報交換や地域の課題共有、解決に向
け　て話合いを重ねています。ここでできた
繋がりがいざというときの連携にもつな
がっていると思います。ネットワークの広が
りと周知、役割をもう一度検討することも必
要になっています。

＜ずく楽校＞
　老人福祉センター、公民館、保健師、住民
自治協議会が事務局を担い、運動習慣を身
につけるなど健康づくりを楽しみながら行っ
ています。

昨年度は、第三次地域福祉活動計画策定や住民によ
る劇団を立ち上げ寸劇を上演しました。計画づくりで
は、中条の歴史、現在、未来をつなげていこうという声
があがりました。課題はたくさんあるのですが大事にし
たいところの共有が委員のなかでできたと思います。
また、ネットワークの話合いから、支え合いアンケートを
実施しました。困ることもある反面、何かしたいという声
も多くよせられました。その後、座談会の開催、そして、
頼んだり頼まれたりの気持ちを育むために、住民の劇
団による寸劇、ワークショップを開催しました。おなじみ
の人がステージで演ずる劇を観た人たちが支え合いに
ついて考える機会になったと思います。
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